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（2）調査の結果 

就学前児童、児童・生徒、市民別に調査結果（要約）を以下に示します。 

 

 就学前児童  

1）子どもの食生活・生活習慣について 

・カウプ指数をみると、「やせすぎ」「やせぎみ」を合わせたやせ傾向の子どもが約 2 割みられます。

（図 1） 

・幼児期の食生活の状況をみると、ほとんど毎日朝食を食べる子どもが約 9 割となっているものの、

約 1 割（19 人）が朝食を欠食している状況にあります（図 2）。その欠食する理由としては、「お

なかがすいていないから」（8 人）と多いものの、「朝食の用意ができていなかった」（3 人）、「食べ

る時間がない」（3 人）との回答もみられます。 

・ファーストフード店を「週 1日以上」利用する子どもが約 2 割みられます。（図 3） 

・朝食の共食状況については、約 7割が家族と一緒に食事をしているものの、「週に 1 日程度」「ほと

んど食べない」子どもが約 1 割みられます（図 4）。また、夕食の共食状況については、8 割以上が

家族と一緒に食事をしている状況となっていることから、家族との共食は夕食よりも朝食が共食し

にくい状況がうかがえます。 

・幼児期の生活習慣についてみると、就寝時間については、「午後 10時以降」に就寝する子どもが約

2 割みられ、夜型社会の沖縄の現状がうかがえます。 

・お子さんの生活習慣で心配なことでは、「偏食」が 3 割弱と最も多く、次いで「睡眠不足」「排便」

（ともに 1割強）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.ほとんど毎日

食べる, 89.8%

2.週4～5日食

べる, 5.6%

3.週2～3日食

べる, 2.5%
4.ほとんど食べ

ない, 1.5%

(N=197)

図 2 

1.ほとんど毎

日, 0.5%
2.週3～4日, 

2.5% 3.週に1日程度, 

19.3%

4.月に1～2回, 
56.9%

5.年に2～3

回, 4.6%

6.ほとんど食べ

ない, 16.2%

(N=197)

図 3 図 4 

1.ほとんど毎

日, 72.6%2.週4～5日, 
9.1%

3.週2～3日, 

7.1%

4.週に1日程度, 

2.5%
5.ほとんど食べ

ない, 8.1%

(N=197)

1.やせすぎ, 

2.0%

2.やせぎみ, 
14.7%

3.標準, 62.9%

4.太りぎみ, 
3.0%

(N=197)

図 1 （問 6）カウプ指数 
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2）農漁業体験について 

・農漁業体験などの食に関する体験については、「ほとんど体験したことがない」子どもが 8 割強とな

っています。また、今後、機会があれば食に関する体験に「参加したい」と考えている保護者が、

大半（9 割強）を占めています。 

 

3）保護者の食生活・生活習慣について 

・保護者自身の食生活については、「よいと思う」以外の少なくても『問題がある』は 7割強を占めて

おり、そのうち「多少問題があるが、おおむね良い」と思う方が 6 割弱、「問題があり改善したい」

が 2 割弱となっています。（図 5） 

・保護者自身の食生活の問題点（少なくても『問題がある』と回答した方）については、「食事のバラ

ンスが悪い」が 4 割弱と最も多く、次いで「間食が多い」「中食や外食が多い」がそれぞれ 3 割弱

と続いており、食事内容や間食等の食習慣に関する問題がみられます。（図 6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4）子育ての相談について 

・お子さんの離乳食や食事で困ったことあるいは困っていることは、「食べる時と食べない時の差があ

る」が 4 割弱と多く、次いで、「食べ物の種類がかたよっている」が約 3 割、「遊び食い（手で触っ

たり）をする」が 2割強と続いています。（図 7） 

・子どもの離乳食や食事で困った時の解決方法は、「両親に相談」が 5 割弱と多い一方で、「雑誌やイ

ンターネット等を使って」とする回答が 4 割と多くなっています。「公的な相談窓口等に相談」は 2

割弱にとどまっています。（図 8） 

・その「公的な相談窓口等に相談」と回答した方の相談場所をみると、「保健相談センター」が約 5割

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.よいと思う, 

23.4%

2.多少問題が

あるが、おおむ

ねよいと思う, 
55.8%

3.問題があり改

善したいと思う, 

19.3%

4.問題はあるが

改善したいとは

思はない, 1.5%

(N=197)

図 5 （問 22） あなたは、自分の食生活をどう思いますか 

46.2%

28.4%

15.7%

40.1%

9.1%

11.7%

0% 20% 40% 60%

1.両親に相談

2.近所のママ友や身近な自主的な

サークル仲間等に相談

3.公的な相談窓口等に相談

4.雑誌やインターネット等を使って

5.その他

無回答

図 8

（N=197） 

図 6 

45.0%

15.9%

27.8%

19.9%

27.2%

17.2%

9.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1.食事のバランスが悪い

2.欠食がある

3.間食が多い

4.食べすぎてしまう

5.中食や外食などが多い

6.食事の時間が不規則

7.その他

図 7

4.6%

14.7%

3.6%

36.0%

30.5%

4.1%

19.8%

24.4%

8.1%

6.6%

7.1%

0.5%

7.1%

14.7%

7.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

1.離乳食を始める時期がわからない

2.食べる量が少ない

3.食べる量が多い

4.食べる時と食べない時の差がある

5.食べ物の種類がかたよっている

6.食べるのをいやがる

7.よくかまない

8.遊び食い（手で触ったり）をする

9.食事の作り方がわからない

10.食事を作るのが苦痛・面倒

11.子どもがアレルギー体質である

12.相談する人（場所）がいない

13.その他

14.特に困ったこと、困っていることはない

無回答
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5）食育について 

・「食育」の理解については、「言葉も意味も知っていた」「言葉は知っていたが、意味は知らなった」

を合わせた「言葉は知っている」は 9 割以上を占めているものの、「意味まで知っていた」は 6 割

程度に留まっています。（図 9） 

・また、「食育」の関心については、「関心がある（5 割弱）」「どちらかといえば関心がある（4割強）」

を合わせた「関心がある」が大半（9 割強）を占めており、食育への関心の高さがうかがえます。（図

10） 

・食育として重要と思うことについては、「子どもの心身健全な発育のために必要だから」が 9割弱と

最も多く、次いで「食生活の乱れ（栄養バランスに崩れ、不規則な食事等）が問題になっているか

ら」が 5 割強、「自然の恩恵や生産者への感謝・理解が薄れてきているから」約 4 割、「生活習慣病

（がん、糖尿病等」の増加が問題となっているから）」3割弱と続いています。（図 11） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.言葉も意味も

知っていた, 

59.9%

2.言葉は知って

いたが、意味は

知らなかった, 
38.6%

3.言葉も意味も

知らなかった, 

1.5%

(N=197)

図 9 

図 11 （問 26） 「食育」として重要と思うことは何ですか 

87.3%

52.8%

16.8%

27.4%

2.5%

40.6%

3.0%

12.7%

3.0%

14.7%

1.0%

2.0%

1.0%

2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.子どもの心身健全な発育のために必要だから

2.食生活の乱れ（栄養バランスに崩れ、不規則な

食事等）が問題になっているから

3.肥満ややせすぎが問題となっているから

4.生活習慣病（がん、糖尿病等）の増加が問題と

なっているから

5.食料を海外からの輸入に依存しすぎているから

6.自然の恩恵や生産者等への感謝・理解が薄れて

きているから

7.有機農業など自然環境と調和した食糧生産が

大切だから

8.大量の食べ残しなど食料廃棄物が問題と

なっているから

9.BSE（狂牛病）や鳥インフルエンザなど、食品の

安全確保が重要だから

10.食にまつわる地域の文化や伝統

（郷土料理、伝統料理等）を守ることが大切だから

11.消費者と生産者の交流や信頼が足りないから

12.その他

13.特にない

14.わからない

図 10 （問 24） あなたは「食育」に関心がありますか 

1.関心がある, 

49.2%2.どちらかとい

えば関心があ

る, 42.1%

3.どちらかとい

えば関心がな

い, 3.6%

5.わからない, 

4.6%

(N=197)
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・食育の実践については、『実践している』（「積極的にしている」+「できるだけするようにしている」）

が 5 割弱となっており、その一方で『実践していない』（「あまりしていない」+「したいと思ってい

るが、実際にはしていない」+「したいとは思わないし、していない」）が約 5 割となっています。

（図 12） 

・『実践していない』と回答した方の食育を実践していない理由については、「食事や食生活、健康へ

の関心はあるが、他のこと（仕事、趣味等）で忙しいから」が 6 割強と最も多く、次いで「食育自

体についてよく知らない」が 3 割強、「活動や行動をしたくても情報が入手できないから」が 1 割

強（13.1％）等となっています。（図 13） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6）食育に関するご意見・要望など（自由意見） 

・学校・保育所での取組みに関することについては、「保育所や学校での野菜栽培を増やしてほしい」

等の回答がみられた。 

・家庭・家族・会話に関することについては、「食育について気になっているが何からしてよいかわか

らない」等の回答がみられた。 

・行政への意見要望については、「食育に関する情報誌がほしい」「農家の方らから教わりながら畑が

できる取り組みがあれば参加したい」等の回答がみられた。 

・健康・食生活の改善に関することについては、「食育は健康に大切なことで関心はあるが、知識がな

いため子どもに正しい食育をすることができない」等の回答がみられた。 

・食品の安全性に関することについては、「保育所、小学校の給食はできるだけ県産品を取り入れ野菜

は無農薬で外国産や化学調味料は使わないでほしい」「普段は県産を気にしているので、保育園でも

安心な食物を選ぶよう少し気にしていただけると嬉しい」等の回答がみられた。 

 

 

  

図 13

63.6%

33.3%

3.0%

12.1%

13.1%

0.0%

13.1%

5.1%

0.0%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80%

1.食事や食生活、健康への関心はあるが、

他のこと（仕事、趣味等）で忙しいから

2.「食育」自体についてよく知らない

3.食事や食生活、健康を特に意識しなくても問題ないから

4.食事や食生活、健康への関心はあるが、

食費を安くすることの方が重要だから

5.活動や行動をしたくても情報が入手できないから

6.自分や家族の食事や食生活、健康について

関心がないから

7.その他

8.特にない

9.わからない

無回答

図 12

1.積極的にして

いる, 4.1%

2.できるだけす

るようにしてい

る, 44.7%
3.あまりしてい

ない, 23.9%

4.したいと思っ

ているが、実際

にはしていな

い, 25.4%

5.したいとは思

わないし、して

いない,1.0%

(N=197)



参考資料 

- 79 - 

 児童・生徒  

1）食生活・生活習慣について① 

・ローレル指数についてみると、小学生では、「やせぎみ」「やせすぎ」を合せたやせ傾向が 3 割、「太

りぎみ」「太りすぎ」を合せた肥満傾向が約 1割みられます。（図 1） 

・中学生では、「やせぎみ」「やせすぎ」を合せたやせ傾向が約 3 割、「太りぎみ」「太りすぎ」を合せ

た肥満傾向が約 2 割みられます。（図 2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・小中学生の食生活の状況をみると、「毎日ほとんど朝食を食べる」が小中学生ともに 8 割以上を占め

ているものの、「週 2～3日食べる」「ほとんど食べない」を合わせた「2日以上朝食の欠食がある」

とした回答が中学生で約 1 割みられ、中学生は小学生に比べて朝食を欠食する状況がうかがえます。

（図 3,図 4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 1 （問 2） ローレル指数（小学生） 

1.やせすぎ, 

2.9%

2.やせぎみ, 

27.1%

3.標準, 55.9%

4.太りぎみ, 
8.5%

3.太りすぎ, 

5.6%

(小学生：N=264)

図 2 （問 2） ローレル指数（中学生） 

1.やせすぎ, 

2.3%

2.やせぎみ, 

24.0%

3.標準, 57.0%

4.太りぎみ, 

10.1%

3.太りすぎ, 

5.6%

(中学生：N=134)

図 3 

1.ほとんど毎日

食べる, 89.8%

2.週4～5日食

べる, 5.7%

3.週2～3日食

べる, 3.0% 4.ほとんど食べ

ない, 1.1%

(小学生：N=264)

図 4 

1.ほとんど毎日

食べる, 84.3%

2.週4～5日食

べる, 6.7%

3.週2～3日食

べる, 4.5%

4.ほとんど食べ

ない, 4.5%

(中学生：N=134)
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・食事の共食状況についてみると、朝食では「ほとんど食べない」「週に１日程度」合わせた回答が小

学生で約３割、中学生で約６割と、家族と一緒に朝食を食べない小中学生が多いことがうかがえま

す。（図 5,図 6） 

・また、夕食についても、「ほとんど食べない」「週に１日程度」合わせた回答が小学生で約 1 割、中

学生で約 2 割と、家族と一緒に夕食を食べない小中学生が朝食に比べ、割合が少ないが一程度いる

ことがうかがえます。（図 7,図 8） 

・ファーストフード店の利用状況についてみると、「週 1 回以上」利用する小学生が約 4 割、中学生

が約 5割と多くなっています。（図 9,10） 

・夜食の摂取状況については、小中学生ともに、「週 4 日以上」夜食を食べるとする回答が約 2 割と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.ほとんど毎日

食べる, 41.7%

2.週4～5日食

べる, 12.9%

3.週2～3日食

べる, 12.9%

4.週に1日程度, 

4.9%

5.ほとんど食べ

ない, 27.3%

(小学生：N=264)

図 5 

1.ほとんど毎日

食べる, 25.4%

2.週4～5日食

べる, 8.2%

3.週2～3日食

べる, 11.2%
4.週に1日程度, 

9.0%

5.ほとんど食べ

ない, 46.3%

(中学生：N=164)

図 6 

1.ほとんど毎日

食べる, 84.3%

2.週4～5日食

べる, 12.9%

3.週2～3日食

べる, 9.8%

4.週に1日程度, 

4.5%

5.ほとんど食べ

ない, 5.7%

(小学生：264)

図 7 

1.ほとんど毎日

食べる, 48.5%

2.週4～5日食

べる, 18.7%

3.週2～3日食

べる, 16.4%

4.週に1日程度, 

6.0%

5.ほとんど食べ

ない, 9.7%

(中学生：N=134)

図 8 

1.ほとんど毎

日, 1.1%
2.週3～4日, 

11.7%

3.週に1日程度, 

28.4% 
4.月に1～2回, 

45.1%

5.年に2～3回, 

5.7%

6.ほとんど食べ

ない, 8.0%

(小学生：N=264)

図 9 

1.ほとんど毎

日, 0.7%
2.週3～4日, 

11.2%

3.週に1日程度, 

35.1%
4.月に1～2回, 

39.6%

5.年に2～3回, 

6.0%

6.ほとんど食べ

ない, 7.5%

(中学生：N=134)

図 10 


